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研究成果の概要（和文）：本研究では，青果物物流の輸送包装容器として利用が増大しつつあるリユース容器の優位性
について，３つの異なる分野から一貫物流実証試験による共同研究をおこなった。
　その結果，農産物物流経済学視点から，リユース容器は現在，多くの青果物物流容器として利用されている輸送包装
容器よりも物流コストを削減できる。また農産物流通工学の視点から，リユース容器は品質保全・鮮度保持においても
優れている。さらに農産物環境会計学の視点から，リユース容器が段ボール箱より環境負荷軽減効果が大きいことをLC
A分析により明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is alternative with environmental corresponding packing 
containers for transportation of fruits and vegetables.
As a result of analysis is follows. First, reusable plastic container is short a logistics working hour, 
and not only reduced production logistics costs, but also increase receipt price of the producer. 
Secondly, reusable plastic container is superior in maintenance of the quality for fruits and vegetables. 
Thirdly, reusable plastic container has a small load to environment from LCA analysis.

研究分野：食品流通・農産物物流経済学

キーワード： 青果物輸送包装容器　リユース容器　段ボール箱　発泡スチロール箱　経済的優位性　品質保全　環境
負荷軽減
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

わが国の青果物流通における輸送包装容

器は、現在でも段ボール箱（年間約 20億個）

が中心である。経済性や効率性のみの追求が

許された 20 世紀では、段ボール箱は、青果

物流通の輸送包装容器の優等生であった。し

かし、21 世紀を迎え、地球温暖化や廃棄物問

題などの環境問題に対応した取組は、社会的

にも関心の高い事項となっており、廃棄物縮

減の観点から流通容器においても３Ｒ（効果

が高い順に、①リデュース（廃棄物の発生抑

制）、②リユース（再使用）、③リサイクル（再

資源化））を総合的に推進することが求めら

れている。こうした中、青果物流通において

も、資源や環境に配慮した「省資源型循環物

流」に転換するため、これまでの段ボール箱

を中心としたワンウエイ容器から、レンタル

＋デポジット(保証金)方式という新しい紛

失防止システムを採用した、何度も繰り返し

再利用(リユース）可能なリユース容器の導

入が進みつつある。ただ、リユース容器は廃

棄物の縮減効果において、リサイクルより優

位であるにもかかわらず、環境面での優位性

がほとんど認知されていない状況にある。 

 また、「21 世紀新農政 2006」（平成 18 年４

月食料・農業・農村政策推進本部決定）では、

国内農業の体質強化に向けた取組の１つと

して、「食料供給コスト縮減に向けた強力な

取組」が位置付けられ、スピード感を持って

推進していくこととされた。食料供給コスト

の縮減については、５年で２割の縮減を目標

として、生産から流通の両面における取組を、

聖域を設けずに強力に推進することとされ

た。これを受け、当面の取組として「食料供

給コスト縮減アクションプラン」が平成 18 

年９月にとりまとめられた。このプランにお

いては、青果物の流通にリユース容器を本格

的に普及していくことが、「物流の効率化」

や「集出荷コストの低減」「鮮度・品質の保

全」「環境への配慮」といった観点からさま

ざまなメリットを生み出す有効な手段とし

て位置付けられている。このような優れた特

性を持つリユース容器は、これまでにも生

産・流通といったさまざまな立場から普及の

ための取組が行われてきたが、リユース容器

に関する研究の遅れもあり、その優位性が十

分理解されず、利用や普及も一過性のものと

して十分な広まりを見せないまま終結して

きた。そのため青果物の流通におけるリユー

ス容器普及は、全体の５％（約 1億個：2009

年）程度と推定され未だ低位に止まっている

状況にある。しかし、先述のコスト縮減プラ

ンでも青果物の流通においてリユース容器

を本格的に普及していくことが位置付けら

れており、こうした現状を踏まえると、今後、

一層リユース容器を普及・拡大・定着させる

ためには、リユース容器の優位性に関する研

究は、極めて重要であり早急に究明する必要

があると考えるが、残念ながらわが国の学術

的研究は、一部の研究以外ほとんどなされて

きておらず、その蓄積も少ないのが現状であ

る。 

２．研究の目的 

近年、わが国の青果物流通において、資源や

環境に配慮した循環型の輸送包装容器とし

て、ワンウエイの段ボール箱に代わり、レン

タル＋デポジット(保証金)方式のリユース

容器（Reusable Plastic Containers）の利

用が徐々に増大しつつある。 

 本研究は、３つの異なる専門分野の視点

から「青果物輸送における環境対応型包装資

材に関する研究」おいて、特にリユース容器

の優位性を実証試験に基づき科学的に解明

し、リユース容器の一層の利用拡大と普及に

貢献することを目的とする。すなわち、第１

に、農産物物流経済学の視点から、リユース

容器一環物流におけるコスト削減の優位性

及び最適物流システムについて解明する。第

２に、農産物流通工学の視点から、リユース

容器の一環物流における青果物の品質・鮮度



保持の優位性を解明する。第３に、農産物環

境会計学の視点から LCA （ Life Cycle 

Assessment）分析により、リユース容器一環

物流における環境負荷軽減効果の優位性を

解明する。以上、本研究は異なる専門(分野)

の視点からの共同研究により、リユース容器

一環物流の優位性について実証試験を通じ

て科学的に解明することを最大の目的とす

る。 

３．研究の方法 

リユース容器の優位性に関する分析は、３

つの異なる視点から、また収穫から小売販売

までの実証試験分析により解明をおこなう。

但し、特に物流コストや青果物の品質・鮮度

保持の分析は、青果物のもつ特殊性のため品

目別に品目特性応じた分析をおこなう必要

がある。本研究では、各年度、研究対象品目

を限定し、課題の解明に取り組むことにする。

また、各年度でリユース容器一環物流での実

証試験を予定しているため、各年度の対象品

目は、予算と研究調査時間の限界により１品

目を基本とした。ただし、各年度で複数品目

可能な場合は、可能な品目を選び研究調査を

おこなう。天候や産地など現場の都合により

各年度の予定品目の研究に困難が生じる場

合は、他年度の品目と入れ替えて課題解明を

おこなった。 

４．研究成果 

本研究では、青果物物流の輸送包装容器と

して利用が増大しつつあるリユース容器

（Reusable Plastic Containers）の優位性

について、３つの異なる分野（農産物物流経

済学、農産物流通工学、農産物環境会計学）

から一貫物流実証試験による共同研究をお

こなった。 

農産物物流経済学視点からは、段ボール箱

(イチゴ)、 発泡スチロール箱（ブロッコリ

ー、スイートコーン）とリユース容器との比

較実証試験調査により特に産地物流費につ

いての分析を行った。いうまでもなく物流は

青果物の使用価値を維持・保全しつつ生産段 

 

階から消費段階まで到達させることにより、

交換価値の担い手である使用価値の完成、保

全（減滅・減耗の防止）に関わる過程である

ため「流通過程にまで延長された生産過程」

とも言われ、理論上は生産（的）過程として

性格づけられ、投下された物流費も生産物の

価値形成に係わる生産的費用である。当然、

物流費は実現された価値から補塡される費

用である。 

 

 したがって、青果物の産地で支出される

物流費は、実現された販売価格から差し引か

れることとなり、それは生産者の受取額に影

響を与える重要な要因の１つである。生産者

が青果物を出荷販売するために利用する輸

送包装資材も、生産物の使用価値の維持や実

現のために重要な役割をはたす産地物流費

の 1要素であるが、輸送包装容器の種類が異

なれば、物流費も異なり、受取額も当然異な

ると考えられる。その結果、第１に、リユー



ス容器への転換は、生産者の手元に残るお金

（生産者利益）を増大させることが明らかと

なった(図１)。第２に、リユース容器は、産

地物流費を削減することも明らかとなった

(図２)。 

農産物流通工学の視点からは、イチゴ、ブ

ロッコリー、スイートコーン、ナガネギの輸

送包装資材として、従来から用いられている、

段ボールや発泡スチロールのような、使い捨

ての資材から、プラスティック通いコンテナ

へ代替することにより、品質保持効果にどの

ような影響が生じるか、主として長距離の実

輸送試験を実施してその品質を分析した。そ

の結果、イチゴの輸送においては、振動や衝

撃による、オセやスレといった損傷が発生し

やすくそこからカビや腐敗などが生じやす

い。従来の段ボールからイチゴ輸送用ラック

を用いたコンテナに変更することで、これら

の損傷防止効果が期待でき、従来のものより

も高品質の状態での流通が可能と考えられ

る。ブロッコリーの輸送においては、通常行

われてる発泡スチロール箱氷詰めという方

法は低温高湿度という観点からは理想的な

環境といえるが、発泡スチロールがワンウェ

イである点、氷を入れることによる重量の増

加、資材の輸送や保管の非効率性、融解水に

よる品質劣化、密閉性による臭気の蓄積など

様々な問題もあり、コンテナにプラスティッ

クフィルムに変更することでこれらの問題

の多くは解決できる。ただし、流通環境とし

てトラック荷台の温度、市場での保管中の温

度は十分に管理されていることが前提とな

る。これは、スイートコーンでもほぼ同様で

あり十分に温度管理がなされた環境であれ

ば、発泡スチロール氷詰めより高品質維持の

可能性もある。ナガネギの輸送においては、

段ボールのみでは乾燥によるしおれや黄化

が発生する可能性があり、プラスティックフ

ィルムによる包装は有効である。段ボールと

フィルムの組み合わせも可能ではあるが、環

境負荷や経済性、作業性などを考慮して決定

する必要がある。以上のように、従来用いら

れてきた包装資材に変わるものとして、プラ

スティック通いコンテナは青果物の品質保

持においても有効に利用できることが明ら

かになった。 

農産物環境会計学の視点からは、イチゴを

対象として、リユース容器及び段ボール箱を

用いた物流にそれぞれかかる環境負荷のラ

イフサイクルアセスメント（Life Cycle 

Assessment、以下 LCA とする）分析を行い、

両者の比較分析を行った。その結果、環境的

優位性が高いのは明らかにリユース容器で

ある。前提として、リユース容器による流通

は未だインフラ整備が不十分であり、段ボー

ル箱による流通と比較して輸送面での環境

負担が大きいというデメリットがあったが、

今回の計算結果では、両容器の流通における

輸送面での環境負荷は全体の 5％程であり、

多少その値に差が開いたところで、全体の環

境負荷に大きな影響を与えないことも判明

した。故に、環境的側面からみれば、今すぐ

にでも青果物流通の主流をリユース容器に

代えるべきだという結論が得られる。 

 ところで、わが国の青果物の流通は、現

在でも卸売市場を利用した流通が中心であ

る。今後リユース容器を一層拡大していくた

めには、卸売市場流通でのリユース容器の利

用を拡大させていくことが重要である。そこ

で、そのための今後の検討課題をいくつか述

べておきたい。まず、第 1に、デポジットシ

ステムの考え方を基本とした紛失防止シス

テムの義務化（制度化）である。 

 わが国の青果物流通は現在でも卸売市場

流通を中心とした流通が基本であり、そのた

めにも卸売市場でのリユース容器の利用を

拡大していく必要がある。卸売市場流通では

中小規模の小売業の取扱が多いのが現状で

ある。こうした小売業に利用を拡大していく

ためには、リユース容器の紛失防止システム



は不可欠である。 

 第２に、卸売市場にリユース容器の回収

拠点（デポ）を卸売市場として整備する必要

がある。 

 多くの中小の小売業がリユース容器の利

用を想定した場合、利用者の返却の容易性や

リユース容器の回収効率を考えると卸売市

場に回収拠点することが最適である。すでに

いくつかの卸売市場では回収場所が設置さ

れているが、それは個別の卸売会社が設置し

ているものであり、卸売市場が市場全体に必

要な場所として設置されているものでない。

卸売市場流通でリユース容器の利用を拡大

していくためには、個々の卸売会社ではなく

卸売市場開設者みずからがリユース容器の

回収拠点を整備していく必要がある。 

 第３に、リユース容器による生産から流

通・販売までのトータル物流コストの削減を

目指すことが重要である。ヨーロッパにおい

ては、産地からリユース容器に入れられ出荷

されたそのままの状態で店舗に届けられ、店

舗に届けられた青果物がリユース容器に収

まったままの状態で陳列され販売されてい

る。産地から流通･販売を通じ一貫してリユ

ース容器の利用が前提となっている。収穫さ

れた青果物の選別も、わが国のように細分化

された規格ではなく、簡素化された規格によ

る選別で、消費者が購入したい規格や数量は

消費者自身で決められる計量販売が中心で

ある。このようなリユース容器を利用した生

産、流通、販売の一貫システムによりトータ

ル物流コストの削減も実現している。是非、

わが国の青果物流通においても検討して行

く必要がある。 
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